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くすりのなまえ　
第２５回　咳を止めるかもしれないくすり
　咳を止めるくすりは大きく分けると２種類あります。ひとつはダイレクトに咳を止める種類のくすり（鎮咳薬）と、もうひとつは今回取り上げる、痰を出すことによって咳を止める種類のくすり（去痰薬）です。
　咳を止めたいのだから、咳をダイレクトに止める方だけでいいのでは？と考えるのは当然かもしれません。ところで、咳にはゴホゴホと湿った音のする咳（湿性咳）と、コンコンと乾いた音のする咳（乾性咳）の2種類があることはご存知でしょうか。湿った咳は痰がらみ咳と言われることも多いように、痰を出すために咳が出ています。せっかくの痰を出すための咳なのに、これを止めてしまうのはよくないのはわかりますよね。そのため、一刻も早く痰を出すことによって、痰を出すための咳を止めようとするのが、去痰薬の目的です。病院のくすりから話はそれますが、市販のくすりでは、咳止めと書かれている物には、2種類の成分が混ざっていることがほとんどです。これは、一般の人がどっちの咳か知らずに買ってもどっちにも効くようにという意味もあるのではないかと思います。

　咳をしても痰が出しづらくなるのは、炎症などで大量に異物が混じり、痰の滑りが悪くなることが原因です。去痰薬は、痰の成分を分解することや、痰に水分を含ませることによって痰が出る手助けをおこないます。
　それでは当院に採用されている痰を出すくすりについてみていきましょう。
ムコダイン：Mucous（粘液）＋Dynamic（流動化）-粘液を流動化する薬剤つまり粘液の排泄を促進する薬剤を意味する

ビソルボン：Bi＋solvonの合成語でBiはすい液性分泌増大作用及び酸性糖蛋白を溶解・低分子化するという二つの作用を有すること、またsolvonはSolveren（溶解する）というドイツ語に由来し二つの作用により気道粘液溶解作用を現すことを意味する。
ムコソルバン：記載なし

ムコフィリン：粘液を英語でmucus（ミューカス）といいこれを溶かすことをmucolysisという、この粘液溶解を意味してムコフィリンとした。

　4種類のくすりをみてお分かりの通り、“ムコ”とつくものが3つもあります。これは、文中にもありますが、粘液・粘膜を意味する英語の頭文字から来ています。粘液に関係のあるくすりかここからもわかりますね。去痰薬以外で“ムコ”とつくものに、胃薬の「ムコスタ」があります。ムコスタは胃粘膜を修復する作用があるので“ムコ”とついています。
次回はメジャートランキライザーです。
薬剤師　樋口 昇大　
コーヒーブレイク














